
大麦の出穂期は平年より遅く、平野部の早いところで４月１２日頃、盛期は４月１６日頃、奥越地区では５月初旬の見込みです。
昨年の秋冬が高温であったため、大麦の一括肥料の溶出は、例年よりも既に多くが溶出しています。

［大麦］
・赤かび病の発生防止のため、出穂期から５日後頃の開花始期と、その７～１０日後の計２回の防除を必ず実施しましょう。
・はねうまもちにおいて、収量向上のため、出穂期頃に窒素分で３kg/10aの実肥を実施しましょう
・圃場内にカラスノエンドウの発生が確認された場合は、早めに手取り等を実施しましょう。

［水稲］
・気象庁の１か月予報では４月中下旬は例年に比べて高温になる予測です。
・浸種や催芽、育苗ハウスの温度が３０℃を超えると細菌病が多発しやすいので注意しましょう。
・高温時は育苗ハウスの温度管理や水管理を厳密にして、徒長や、ヤケ苗を防ぎましょう。

稲作 情 報 No.３
麦赤かび病防除・追肥（はねうまもち）・水稲育苗（高温注意）
水田農業レベルアップ委員会 技術普及推進部会［ 作成：福井県農業試験場、福井米戦略課、ＪＡ福井県中央会］

令和７年４月１４日

圃場に発生したカラスノエンドウ
（３月末時点の写真）

農業試験場圃場での溶出推定値の推移
（測定肥料：大麦マスター）

3月中旬時点で
過去事例より

５～１０％多く溶出

【麦一括肥料の溶出の動向】 【はねうまもちの実肥効果】

実肥の増収効果（R2～4）
福井県農業試験場試験結果

実肥によって
収量が２２％
向上！

【麦圃場内のカラスノエンドウに注意！】



気象予報

【大麦の赤かび病防除】

出穂期の５日後（開花始期）

１回目 防除適期

出穂期

40～50%が出穂

出穂始め

・赤かび病の被害粒が１０,０００粒中に５粒以上混入すると出荷できない

・赤かび病菌は、主に開花期に抽出する「葯」から感染する
・開花期の平均気温が１５℃以上で、雨が続くと発生しやすい

・出穂期から５日後の開花始め（ほぼ穂揃い期）とその１０日後の２回防除で効果が高い

・出穂期とは全茎の４０～５０％が出穂した時期である

【赤かび病】

葯

やく
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